
２．県内「茅場」探索のステップ
かっての里山には、農村生活や有畜農業を支えた茅場が随所に見られた。しかし1975年から始まる
農業・森林開発事業によって、茅場の多くが草地・造林地に組み込まれてほぼ消滅してきた。
このため、新たに茅場候補地を選定する手段として、次のようなステップをとることとした。

①県内でススキが新たに自生し始めているフィールドを発見する。

②ススキ草原が新しく発生した普遍的な条件を整理する。

③同一条件が期待できる地域探索の網を全県にかぶせる。
　
①についての現地踏査から、有望な茅場として公共牧場の草地が浮かび上がった。それは機械造成
された陽当たりがよく、牧草の収穫や放牧利用を長年休止している条件の牧場である。有力候補地
として２ヶ所の牧場（岩手県肉牛生産公社の都南および金ヶ崎牧場）が選定された。この両牧場に
茅場が成立した②の内容である立地条件やススキの現植生を整理することで、次のステップである
③の全県的な茅場候補地の選定に進んだ。
　全県茅場の選定には岩手県の158ヶ所の公共牧場のリストを用い、規模が大きく草地にゆとりが
見込まれる47ヶ所の牧場を第一次の茅場候補地としてリストアップした。その上で47の候補地に
リモートセンシングの網をかぶせて、望ましい茅場を確認することとした。　  

３．第一次茅場候補地のリモートセンシングによる解析
　茅場候補地のリモートセンシングは岩手大学農学部の協力の下、リストした47ヶ所について
逐一実施した。解析は農業用リモートセンシング解析装置を用い、画像が安定しているランドサット
ＴＭデータ（1996.5.29）で行った。既に優良茅場として確認した岩手県肉牛生産公社の都南および
金ヶ崎牧場の茅場をトレーニングフィールドとし、教師付き分類手法によって各茅場候補地の茅場の
分布の実態を解析した。
　
４．茅場候補地の現地踏査
　2000年11・12月の積雪前の短期間に、リモートセンシングで有望視できた第一次リストの中から、
限られたメンバーで出来る範囲のフィールドの現地概査を行った。調査件数は候補に上げた47ヶ所
の四分の一に当たる11ヶ所にとどめた。
　現地調査の方法・内容は次によった。調査区域の現地確認のためには、1/25,000の地形図、
リモートセンシングの画像および密着航空写真の拡大プリントを用意した。現地調査では
ラインインターセクションを用いてススキの植生を測定し、その他の草本・木本類の植物名を
記録した。11ヶ所の現地概査結果を
①Ａランク茅場と認定できたフィールド、 
②優良な茅場から外れるフィールド
に区分した。　

　１）Ａランク茅場と認定できたフィールドの基本条件
　肉牛生産公社の都南、金ヶ崎、住田第２牧場および県立農大転作田の４ヶ所がＡランク茅場と認定
できた。４ヶ所の茅場は北上山系２，奥羽山系の２ヶ所に分布する。これらの公社牧場は今から
約30年前に、自然林であった広葉樹の前植生を伐採して造成開設された。牧草地面積の60～75％が、
放置すると茅場ができやすい機械開墾草地である。これら開墾草地の殆どが10数年間休牧されてきた。
また農大転作田の採草地も整備後10数年間、収穫が中断されてきた。
 以上のように、現状でＡランクに認定できた茅場の基本条件は、機械開墾草地であり、整備後
10数年間利用が休止されていることであった。

　２）実務的な茅場の現地調査方法
　現地調査に当たって区域と茅場の植生分布確認のためには、1/25,000地形図、リモートセンシングの
画像は必須資料であり、密着航空写真は周辺の道路、工作物、植生などの位置関係の判定に補助的な
役割を果たす。ススキの植生の優劣判定には、被度、株密度、株サイズ、草丈の測定が、また茅場の
微地形の判定には傾斜�測定が極めて有用であった。具体的には植生調査には
ラインインターセクション手法(20m巻き尺)が、傾斜条件の測定にはクリノメーターが容易であり
有効であった。結果として、11ヶ所の現地概査の結果は


